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小
笠
原
村
健
康
診
断

【
日
程
】

《
母
島
》
12
月
５
日
（水
）～
６
日
（木
）

《
父
島
》
12
月
８
日
（土
）～
12
日
（水
）

※
事
前
に
予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
予
約
を
し
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
健
康
診
断
当
日
の
留
意
事
項
】

○
必
要
事
項
を
記
入
済
み
の
問
診
票
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
問
診
票
が
お
手
元
に
届
い
て
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
父
島
の
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
日
時
》
12
月
８
日
（土
）、
９
日
（日
）

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

12
月
10
日
（月
）、
11
日
（火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

12
月
12
日
（水
）

実
施
な
し

※
10
日
、
11
日
の
午
前
と
12
日
は
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
特
定
健
診
の
前
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
問
診
票
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

●
問
合
せ
先

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係

３
―
２
１
１
１

Ｉ
Ｔ
推
進
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
通
信
・
通
話
の
一
時
中
断(

母
島)

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
回
線
復
旧
工
事
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
通
信
・
通
話
を
一
時
中
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
９
日(

日)

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】
母
島
全
域

◎
テ
レ
ビ
放
送
の
中
断
（父
島
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
保
守
点

検
作
業
の
た
め
、
次
の
日
時
、
テ
レ
ビ
放
送
が
断
続

的
に
中
断
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
11
日
（火
）午
前
１
時
～
午
前
５
時

【
場
所
】
父
島

【
停
波
放
送
局
】

東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ

（
地
上
デ
ジ
タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）

◎
小
笠
原
村
自
主
放
送
番
組
の
放
送

小
笠
原
村
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
地
デ
ジ
11

チ
ャ
ン
ネ
ル
、ア
ナ
ロ
グ
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
）に
お
き
ま

し
て
、
次
の
と
お
り
自
主
放
送
を
放
映
し
ま
す
。

※
相
撲
大
会
、
演
芸
大
会
は
録
画
放
送
、
村
議
会
中

継
は
生
放
送
と
な
り
ま
す
。

※
放
送
終
了
時
間
は
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
の

変
更
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

※
村
議
会
中
継
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
議
・
各
委

員
会
終
了
後
、
放
送
終
了
と
な
り
ま
す
。

◎
小
笠
原
村
放
送
番
組
審
議
会
の
設
置

小
笠
原
村
で
は
、
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自

主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
運
用
に
要
す
る
た
め
、「小
笠
原

村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
番
組
審
議
会
」
を
10
月

27
日
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
審
議
会
で
は
、
小
笠
原
村
自
主
放
送
番
組
の

基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
変
更
、
放
送
番
組
の
適
正

を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
な
ど
を
審
議
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
会

長
】
杉
原
隆
光
（小
笠
原
総
合
事
務
所
長
）

【
副
会
長
】
小
菅
政
治
（東
京
都
小
笠
原
支
庁
長
）

【
委

員
】
小
村
健
二

（東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
長
）

【
委

員
】
稲
垣
直
彦
（民
間
）

【
委

員
】
山
崎

止
（民
間
）

◎
地
デ
ジ
難
視
対
策
衛
星
放
送
の
終
了

当
村
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
先
月
、
各
ご
家
庭
・
事
業
所
宛

に
地
デ
ジ
難
視
対
策
衛
星
放
送
受
付
セ
ン
タ
ー
よ
り

放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
通
り
、
平
成

22
年
４
月
よ
り
利
用
し
て
き
ま
し
た
地
デ
ジ
難
視

対
策
衛
星
放
送
（Ｂ
Ｓ
放
送
２
９
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
の
地
上
波
放
送
）は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
で
小

笠
原
地
区
で
の
利
用
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
、

Ｂ
Ｓ
に
よ
る
地
上
波
放
送
が
視
聴
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
地
上
波
放
送
の
視
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
小

笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
ご
視
聴
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１
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小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

11/2７現在

父島

100/100

母島

97.8/100

10月気象状況（父島）

最高気温 30.3℃

最低気温 18.5℃

平均気温 25.7℃

平均湿度 82％

月降水量 262.0mm

住民基本台帳登録者数（11/1）

2,591人

父島 母島

人口 2,102人 489人

世帯 1,149 263

ＮＯ．６０９

平成24年(2012)

１2/１(土)

12/7

（金）

12/6

（木）

12/5

（水）

12/4

（火）

12/3

（月）

12/2

（日）
日
に
ち

午
前
９
時
～

村
議
会
第
４
回
定
例
会

総
務
委
員
会
、
硫
黄
島
調
査
特
別
委
員

会
、
小
笠
原
空
港
開
設
・
航
路
改
善
検

討
委
員
会
、
本
会
議
（
議
案
審
議
）

午
前
10

時
～

村
議
会
第
４
回
定
例
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）

午
後
６
時
～
午
後
９
時
10

分
頃

演
芸
大
会

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30

分
頃

相
撲
大
会
（
団
体
戦
）

午
後
７
時
～
午
後
９
時
頃

相
撲
大
会
（
個
人
戦
）

午
後
６
時
～
午
後
９
時
10

分
頃

演
芸
大
会

午
後
３
時
～
午
後
４
時
30

分
頃

相
撲
大
会
（
団
体
戦
）

午
前
９
時
～
午
前
11

時
頃

相
撲
大
会
（
個
人
戦
）

放
送
時
間
／
放
送
内
容
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※特別会計の職員給与費は含まれていま

せん。

職員手当

130,716（千円）

期末勤勉手当

116,359（千円）

給料

342,116

（千円）

計（千円）

589,191

職員数 101 人

一人当たり給与費

5,834（千円）

村職員給与の状況

※

※

、

社会保険料等が含まれています。

高校卒 140,100 147,200 140,100 147,200

公表データは、平成 24 年地方公務員給与実態調査の調査結果として総務省に報告したものです。

１．人件費の状況

（平成 23 年度普通会計決算）

歳出額

4,180,675

（千円）
人件費

904,313（千円）

（21.63％）

２．職員給与費の状況

（平成 23 年度普通会計決算）
一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務

職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職のいずれにも該当しない職員
特別勤務手当

般行政職)

平成 24 年 4月から 11 月の実績

管理職１人当たり平均支給月額 8,800 円

４． 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
（平成 24 年 4 月 1日）

をさします。

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 305,200 円 380,400 円 42.8 歳

年代別平均給料月額、平均給与月額

20～31 歳 186,300 円 229,800 円

32～39 歳 269,200 円 330,700 円

40～51 歳 334,400 円 424,000 円

52～60 歳 375,600 円 461,000 円

※給与は給料に扶養手当、住居手当、通勤手当、超過勤務手当等の月額を加算した

ものです。

当…管理職手当、単身赴任手当、宿日直手当、 医師業務手当、診療所長手当
（正規の勤務

した時に支

管理職

(一

５．期末・勤勉手当の状況 (平成 24 年度）

区分 小笠原村 小笠原村(23 年度) 国

6 月期
期末 1.225 月 期末 1.225 月 期末 1.225 月

勤勉 0.675 月 勤勉 0.675 月 勤勉 0.675 月

12 月期
期末 1.375 月 期末 1.375 月 期末 1.375 月

勤勉 0.675 月 勤勉 0.675 月 勤勉 0.675 月

合計 3.95 月 3.95 月 3.95 月
１０． 退

※その他手
-2-

級 人数(人) 割合（％） 人数(人) 割合（％）

主事級

24

年

度

11 15.94

23

年

度

12 17.39

主任級 6 8.70 7 10.14

係長級 28 40.58 26 37.68

課長補佐級 9 13.04 10 14.49

課長級 15 21.74 14 20.30

※24 年度より、勤勉手当については成績率を導入しています。0.675 月は基準値。

議員 176,000

７．一般行政職員の級別状況（平成 24 年 4月 1 日）
※１ 通勤のために交通機関等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合

の通勤距離が片道 2km以上であること。

※２ 通勤のために自動車等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合の

通勤距離が片道 2km 以上であること。

９．その他の手当②（担当業務及び勤務実績に応じて支給されるもの）の状況

手当名 区分 支給額

特殊勤務手当
（著しく危険、不快、不健康、困

難な勤務、その他著しく特殊な勤

務に従事したときに支給される手

当）

困難な徴収業務従事手当
庁内 250 円/日額

庁外 700 円/日額

看護業務従事手当

勤務時間外の拘束時間

１時間 30 分以下

1,000 円/回

16 時間 15 分以下

4,000 円/回

超 8,000 円/回

夜間看護等手当 全部勤務で 6,800 円/回

放射線業務手当 280 円/日

緊急登院手当 1,000 円/回

救急業務従事手当 1,000 円/回

火葬場運転手当 1,500 円/件

特殊作業手当 1,200 円/件

浄水場運転手当 800 円/日

超過勤務手当(一般行政職)

時間を越えて勤務

給される手当）

平成 24 年 4月から 11 月の実績

１人当たり平均支給月額 44,652 円
退職時の特別昇給 なし
６． 特別職の給料・報酬および期末手当の状況 （平成 24 年度）

区分 給料・報酬の月額 （単位：円） 期末手当支給割合

村長

給料

650,000

6 月期 1.4 月

12 月期 1.55 月

副村長 580,000

教育長 550,000

議長

報酬

240,000

副議長 195,000

委員長 185,000

副委員長 180,000
人件費には、特別職に支給される給

料、議員・行政委員・非常勤職員報酬
職手当の状況

区分
普通退職 定年退職

（月分） （月分）

支
給
率

勤続 20 年 24.25 33.50

勤続 25 年 32.50 43.50

勤続 35 年 49.75 59.20

最高限度 59.20 59.20

加算措置 定年退職の場合、調整金が加算されます。
３．職員の初任給（給料）の状況 （平成24年 4月 1日） （単位：円）

区分
小笠原村 国

初任給 採用 2 年後 初任給 採用 2 年後

一般行政職
大学卒 172,200 182,400 172,200 182,400
８．その他の手当①（毎月決まって支給されるもの）の状況

手当 区分 小笠原村 国

扶養

手当

配偶者 13,000 円 13,000 円

配偶者以外の扶養親族 １人当たり 6,500 円 １人当たり 6,500 円

住宅

手当
賃貸住宅

支給限度額

27,000 円

支給限度額

27,000 円

通勤

手当

交通機関利用者

（※1）

原則６か月定期券額を支給

１か月あたりの支給額限度

30,000 円

原則６か月定期券額を支給

１か月あたりの支給額限度

55,000 円

自動車等の利用者

（※2）

通勤距離に応じて

原則１か月分を一括支給

通勤距離に応じて

原則１か月分を一括支給
１１． 定員の状況 （平成 24 年 4 月 1 日）

区分 職員数 対前年増減数
主な増減理由

部門 平成 23 年 平成 24 年 平成23年 平成24年

普通会計

議会 2 2 0 0

総務 28 27 0 △1

税務 3 3 0 0

民生 26 29 9 3
複合施設職員他

衛生 24 32 8 8

農林水産 2 1 0 △1

商工 4 4 0 0

土木 10 10 0 0

教育 5 5 1 0

小計 104 113 18 9

公営企業等

会計

水道 ３ 3 △1 0

その他 3 3 0 0

小計 6 6 △1 0

合計 110 119 17 9
職員の給与は、村会議の審議を経て、条例で決められています。

村民の皆さんにご理解いただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします。
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年
末
調
整
等
に
関
す
る
説
明
会

給
与
・
報
酬
・
配
当
・
地
代
・
家
賃
な
ど
の
支
払

者
は
、
１
年
間
の
支
払
金
額
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た

法
定
調
書
を
作
成
し
、
管
轄
税
務
署
へ
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
給
与
の
支
払
者
は
、そ
の
受
給
者
に
「源

泉
徴
収
票
」を
交
付
し
、
受
給
者
の
住
所
地
（平
成
25

年
１
月
１
日
現
在
）の
市
区
町
村
に
は
「給
与
支
払
報

告
書
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
提
出
や
交
付
は
、
平
成
25
年
１
月
31

日
（木
）ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
務
手
続
き
に
関
す
る
、
芝
税
務
署
に
よ
る

説
明
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
内
容
】

年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成
に
つ
い
て

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
５
日
（水
）

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
６
日
（木
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室

な
お
、
源
泉
徴
収
、
年
末
調
整
で
使
用
す
る
用
紙

や
届
出
書
、
法
定
調
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
、
村
役

場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nta.go.jp/gensen/index.htm

）

か
ら
入
手
で
き
ま
す
（「給
与
支
払
報
告
書
」は
、村
の

窓
口
配
布
の
み
で
す
）。

◎
芝
税
務
署
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

年
末
調
整
の
仕
方
な
ど
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
を
押

し
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

個
別
の
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
自
動
音
声
案
内
に

従
い
「２
」を
押
し
、
次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

【
年
末
調
整
関
係
（源
泉
所
得
税
担
当
）】

内
線
３
０
３
２
～
３
０
３
５

【
法
定
調
書
関
係
（管
理
運
営
第
２
部
門
）】

内
線
１
０
２
２
～
１
０
２
３

●
問
合
せ
先

芝
税
務
署

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
年
末
年
始
の
運
行

村
営
バ
ス
は
、
12
月
31
日
（月
）か
ら
平
成
25
年

１
月
３
日
（木
）の
間
、
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。

【
休
日
ダ
イ
ヤ
】

１
月
２
日
（水
）、
３
日
（木
）

【
臨
時
ダ
イ
ヤ
】

12
月
31
日
（月
）～
平
成
25
年
１
月
１
日
（火
）

臨
時
ダ
イ
ヤ
は
各
停
留
所
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

ま
た
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」欄

に
運
行
表
（Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

村
営
バ
ス
営
業
所

２
―
３
９
８
８

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

年
末
年
始
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施

今
年
も
父
島
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
見
港

に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
使
っ
て
実
施
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
様
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
幼
鳥
の
巣
立
ち
に
配

慮
し
た
上
で
、
点
灯
を
開
始
し
ま
す
。

【
期
間
】
平
成
25
年
１
月
20
日
（日
）ま
で

【
時
間
】
午
後
５
時
～
10
時

※
12
月
24
日
（月
）、
25
日
（火
）、
31
日
（月
）

は
、
午
前
０
時
ま
で

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

農
業
委
員
会
を
構
成
す
る
農
業
委
員
は
、
農
業
者

が
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ぶ
公
選
制
で
す
。
農
業
委

員
の
選
挙
権
等
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
農
業
委
員

会
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。選

挙
人
名
簿
は
、
そ
の
基
準
を
満
た
し
た
農
業
者

か
ら
の
申
請
を
も
と
に
毎
年
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
用
紙
に
該

当
事
項
を
記
入
し
、農
業
委
員
会
事
務
局
（産
業
観
光

課
内
）ま
た
は
母
島
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
で
き
る
方
】

①

小
笠
原
村
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
（
平
成

25
年
３
月
31
日
現
在
）で
、
耕
作
面
積
が
10

ア
ー
ル
（１
千
㎡
）以
上
の
方

②

①
の
同
居
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

③

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員
で
年

間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

【
申
請
期
限
】
１
月
10
日
（木
）

【
そ
の
他
】

○
平
成
25
年
４
月
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
新
た
に
農
業
を
始
め
ら
れ
た
方
で
、
申
請
要
件

を
満
た
す
方
は
、
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（産
業
観
光
課
内
）

２
―
３
１
１
４

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収
日
（父
島
）

【
回
収
日
】
12
月
12
日
（水
）

粗
大
ご
み
の
回
収
日
は
、毎
月
第
２
水
曜
日
で
す
。

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方

父
島
版
」を
ご
覧
に
な
る
か
、
村
役
場

建
設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日(

金)

ま
で
に
必

ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

建
設
水
道
課

２
―
３
１
１
５

水
道
料
金
の
改
定
（生
活
排
水
処
理
分
）

日
頃
よ
り
村
の
生
活
排
水
処
理
（下
水
道
・
浄
化

槽
）事
業
に
つ
き
ま
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
の
処

理
費
用
は
、
排
出
者
（家
庭
や
事
業
所
）に
ご
負
担
い

た
だ
く
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
村
に
お

い
て
は
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
料
を
据
え

置
い
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
排
水
処
理
事
業
の

赤
字
が
大
き
く
膨
ら
み
年
間
１
億
円
を
超
え
る
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
当
村
の
使
用
料
は
近
隣
の
町
村

等
の
使
用
料
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
と
村
の
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
「使

用
料
の
改
定
」に
つ
い
て
９
月
の
村
議
会
定
例
会
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
の
で
、
来
年
の
５
月
分
よ
り
改

定
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
よ
り
効
率
的
な
施
設
運
営
、
生
活
排
水
の

適
正
処
理
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
一
般
家
庭
の
例
】

《
口
径
20

mm
、
一
月
に
20
㎥
使
用
し
た
場
合
》

○
現
在
の
水
道
料
金

５
５
９
０
円

○
25
年
５
月
分
か
ら

５
９
３
２
円

（６
％
の
増
）

○
26
年
５
月
分
か
ら

６
２
９
９
円

（
12
％
の
増
）

○
27
年
５
月
分
か
ら

６
６
１
４
円

（
18
％
の
増
）

※
上
水
道
を
含
み
ま
す
。

※
25

mm
以
上
の
使
用
量
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。
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※
半
月
未
満
の
使
用
料
の
半
額
制
（基
本
使
用
量

内
）も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

建
設
水
道
課

２
―
３
１
１
５

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

父
母
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

父
母
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を
12
月
８
日
（土
）に

母
島
で
開
催
し
ま
す
。

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

【
競
技
日
程
お
よ
び
競
技
会
場
】

※
天
候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局

（教
育
委
員
会
事
務
局
内
）
２
―
３
１
１
７

第
40
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

【
日
時
】
平
成
25
年
１
月
20
日
（日
）午
前
９
時
～

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
８
時
45
分

※
荒
天
順
延

予
備
日
１
月
27
日
（日
）

【
場
所
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町

【
部
門
】

《
個
人
》

《
団
体
》

同
一
チ
ー
ム
の
６
㎞
走
者
（
男
子
）
お
よ
び

４
㎞
走
者
（
女
子
）
上
位
５
名
の
ト
ー
タ
ル
タ

イ
ム

【
申
込
期
間
】

12
月
６
日
（木
）～
平
成
25
年
１
月
８
日
（火
）

【
申
込
用
紙
等
配
布
場
所
】

申
込
用
紙
お
よ
び
大
会
要
項
は
、
12
月
６
日

（木
）よ
り
教
育
委
員
会
事
務
局
に
て
配
布
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

一
般
参
加
者
（児
童
生
徒
以
外
）は
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

○
車
道
で
の
練
習
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。

○
出
場
さ
れ
る
方
は
、
自
身
の
健
康
管
理
お
よ
び

け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ
（競
技
終

了
）
ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
走
者
へ
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】

《
１
部
ス
タ
ー
ト
》
午
前
９
時
30
分
予
定

《
２
部
ス
タ
ー
ト
》
午
前
10
時
15
分
予
定

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

母
島
小
中
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

母
島
小
中
学
校
で
は
次
の
と
お
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
の
た
め
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
13
日
（木
）

午
後
１
時
20
分
〜
３
時
10
分

※
予
備
日

12
月
14
日
（金
）お
よ
び
17
日
（月
）

【
コ
ー
ス
】

《
４
㎞
・６
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
ス
タ
ー
ト

村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→

御
嶽
橋
→
村
民
会
館
前

《
１
・２
・３
㎞
コ
ー
ス
》
午
後
２
時
５
分
ス
タ
ー
ト

村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→

御
嶽
橋
→
村
民
会
館
前

※
小
学
１
、
２
年
生
は
、
校
庭
を
使
用
し
て
３
分
間

走
お
よ
び
５
分
間
走
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

母
島
小
中
学
校

３
―
２
１
８
１

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に

関
す
る
お
知
ら
せ

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
天
然
記
念
物
、

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
小

笠
原
諸
島
固
有
の
哺
乳
類
で
す
。

◎
農
作
物
被
害
と
コ
ウ
モ
リ
事
故
防
止
の
た
め
の
お
願
い

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

の
食
物
が
乏
し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
食
欲
が

農
作
物
へ
向
か
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
農
地
や

家
庭
菜
園
に
飛
来
し
、
緩
ん
だ
防
鳥
ネ
ッ
ト
に
絡
む

事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。

強
風
の
後
に
は
、
ネ
ッ
ト
の
緩
み
が
な
い
か
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
絡
ま
り
に
く
い
材
質
の

ネ
ッ
ト
な
ど
へ
の
交
換
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
で
は
、
今
年
度
か
ら
農
作
物
被
害
防
除
と
オ
ガ

サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
保
護
の
両
立
の
た
め
、
オ
ガ

サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
絡
ま
ら
な
い
樹
脂
製
硬
質

ネ
ッ
ト
の
無
償
貸
与
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
、
農
作
物
被
害
防
除
対
策
事
業
を

行
う
予
定
で
す
。
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
に
絡
ん
で
い
た
り
、
弱
っ
て
い
た
り
、
死

亡
し
た
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
を
発
見
し
た
場

合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
集
団
ね
ぐ
ら
の
保
全
に
つ
い
て

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
冬
期
、
扇
浦
地

区
の
森
林
の
一
部
に
集
団
ね
ぐ
ら
を
形
成
し
、
繁
殖

活
動
を
行
い
ま
す
。

ね
ぐ
ら
保
全
の
た
め
、
集
団
ね
ぐ
ら
周
辺
の
森
林

内
に
立
ち
入
ら
な
い
、
本
種
を
驚
か
せ
な
い
よ
う
マ

ナ
❘
を
守
っ
て
観
察
す
る
な
ど
、
ご
配
慮
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

集
団
ね
ぐ
ら
の
場
所
は
、
毎
年
12
月
１
日
か
ら
翌

年
６
月
30
日
ま
で
「国
指
定
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護

指
定
区
域
」に
指
定
さ
れ
、ペ
ッ
ト
を
含
む
動
物
の
持

ち
込
み
、
撮
影
な
ど
鳥
獣
の
生
息
地
に
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

小
笠
原
支
庁
産
業
課

２
―
２
１
２
２

小
笠
原
村
教
育
委
員
会

２
―
３
１
１
７

小
学
生
低
学
年
（男
女
）の
部
（２
部
）

小
学
生
高
学
年
（男
女
）の
部
（１
部
）

中
学
生
女
子
の
部
（１
部
）

中
学
生
男
子
の
部
（２
部
）

高
校
生
女
子
の
部
（１
部
）

高
校
生
男
子
の
部
（２
部
）

一
般
女
子
の
部
（１
部
）

一
般
男
子
の
部
（１
部
）

一
般
男
子
の
部
（２
部
）

種
別

２
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

距
離

場 所 種目／時間
バドミントン 10:00 ～ 12:00
卓 球 10:00 ～ 12:00

バレーボール 12:00 ～ 15:00
小中グランド ゲートボール 11:00 ～ 13:30

テ ニ ス 10:00 ～ 12:00
野球（シニア） 14:00 ～ 16:00
野球（ヤング） 11:30 ～ 14:00
サ ッ カ ー 10:00 ～ 11:30

小中体育館

評議平運動場

10 15 16 1711 12 13 14
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東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
受
験
料
、
受
験
に
係
る
交
通
費
・
宿
泊

費
、
学
習
塾
受
講
料
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
貸
付
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
子
ど

も
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
貸
付
金
は

貸
付
対
象
の
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
貸
付
金
の
内
容(

金
額
は
上
限
額)

】

《
受
験
料
貸
付
金
》

○
中
学
３
年
生

５
万
４
０
０
円

○
高
校
３
年
生

10
万
５
千
円

《
交
通
費
等
貸
付
金
》

○
往
復
交
通
費

８
万
４
千
円

○
宿
泊
費

３
万
円

《
学
習
塾
受
講
料
貸
付
金
》
20
万
円

【
貸
付
要
件
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

①
世
帯
の
生
計
中
心
者(

20
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と

②
課
税
所
得
ま
た
は
総
収
入
金
額
が
一
定
以

下
で
あ
る
こ
と

○
課
税
所
得
60
万
円
以
下

○
総
収
入
額
が
扶
養
人
数
１
人
の
場
合

２
６
０
万
円
以
下(

以
下
扶
養
人
数
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
60
万
円
加
算)

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で

６
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現

在
居
住
し
て
い
る
場
所
は
除
く)

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い

る
こ
と

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

医
療
助
成
（
○親
）の
医
療
証
の
更
新

○親
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）
の
医
療
証

は
、
要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。

【
更
新
方
法
】

①

現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
（資

格
者
）に
制
度
・
更
新
の
案
内
、
申
請
書
（現
況

届
）を
、
11
月
上
旬
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

②

12
月
14
日
（金
）ま
で
に
、
①
の
申
請
書
（現

況
届
）と
次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

（ア
）健
康
保
険
証
の
写
し

国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
前
回

の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（イ
）前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養

者
数
、
税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類

（
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
無
い
方
や
、

平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
村
に
転
入

さ
れ
た
方
な
ど
小
笠
原
村
で
所
得
の
確

認
が
で
き
な
い
方
の
み
）

課
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
（平
成
24

年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

所
）の
役
所
で
交
付
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
お
早
目
の
ご
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務

者
、
も
し
く
は
扶
養
す
る
児
童
な
ど
に
所

得
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
方
の
課
税
証

明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
23
年
中

の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

③

②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該

当
審
査
・
区
分
判
定
を
行
い
、
現
在
の
医
療
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医

療
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

◎
医
療
助
成
制
度
、
そ
の
他
の
医
療
給
付
の
優
先
順

位
が
あ
り
ま
す
。

主
な
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
特
に

○子
助
成
と

○親
助
成
と
の
優
先
順
位
（更
新
時
期
が

異
な
る
な
ど
の
た
め
、
数
か
月
単
位
で
の
変
更
・
更

新
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）が
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
】

《

○乳
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》

○乳
が
優
先

《

○子
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》

○
住
民
税
非
課
税
の
場
合

○親
が
優
先

○
住
民
税
課
税
の
場
合

○子
が
優
先

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

行
政
相
談
所
の
開
設

【
日
時
】
12
月
14
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当

山
田
捷
夫

《
住

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

オ
ー
ル
東
京
滞
納
ス
ト
ッ
プ
強
化
月
間

東
京
都
と
区
市
町
村
で
は
、
安
定
し
た
徴
収
確
保

と
納
税
の
公
平
性
確
保
を
目
指
し
て
、
本
年
12
月
を

「オ
ー
ル
東
京
滞
納
ス
ト
ッ
プ
強
化
月
間
」と
位
置
づ

け
、
都
と
区
市
町
村
が
連
携
し
た
広
報
や
催
告
に
よ

る
納
税
推
進
、
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
な
ど
多
様
な

徴
収
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
島
し
ょ
町
村
と
東
京
都
と
の

間
で
滞
納
事
案
の
引
き
継
ぎ
（委
託
）を
行
い
、
滞
納

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、

村
外
に
転
出
し
た
滞
納
者
を
対
象
に
、
東
京
都
に
徴

収
を
委
託
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

今
月
の
納
期
限
は
12
月
25
日
（火
）で
す
。
ま
た

口
座
振
替
日
は
１
月
４
日
（金
）で
す
。

12
月
は
、
固
定
資
産
税
（第
３
期
）お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（第
３
期
）の
納
期
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

小
笠
原
村
職
員
の
募
集

【
職
種
】
保
健
師

【
採
用
人
員
】
１
名

【
採
用
時
期
】
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る

【
受
験
資
格
】

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
師

と
な
る
資
格
を
有
し
て
い
る
方

【
試
験
方
法
】
口
述
試
験

【
試
験
日
】
平
成
25
年
２
月
９
日
（土
）

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所

【
申
込
締
切
】
平
成
25
年
１
月
31
日
（木
）

※
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要
項
・
申
込
用
紙
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１
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村
長
出
張
報
告

【
出
張
期
間
】
10
月
２
日
～
12
日

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
臨
時
会

○
島
嶼
町
村
会
会
議

○
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会

○
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
10
周
年
記
念
式
典

○
平
泉
町
表
敬
訪
問

○
定
期
船
更
新
打
合
せ
・
要
望

等

【
出
張
期
間
】
11
月
10
日
～
28
日

○
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会

○
全
国
町
村
長
大
会

○
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
連
絡
会

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議

○
東
京
都
町
村
会
優
良
町
村
視
察

（青
森
県
西
目
屋
村
）

○
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会

○
地
域
創
造
力
対
策
協
議
会

○
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
２
参
加

○
関
係
機
関
挨
拶

（北
関
東
防
衛
局
・
気
象
庁
・
東
京
都
等
）

等

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

平
成
24
年
秋
の
叙
勲

元
村
長
安
藤
光
一
氏
が
、
平
成
24
年
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
氏
は
昭
和
56
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で
４
期

16
年
村
長
を
務
め
ら
れ
、
村
政
確
立
草
創
期
か
ら
村

の
振
興
、
発
展
、
住
民
生
活
の
安
定
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
の
ご
功
績
を
た
た
え
、
栄
え
あ
る
受
賞
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
課
総
務
係

母
島
巡
回
労
働
相
談

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

【
日
時
】
12
月
17
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
）

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
）

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
）

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

環
境
省
事
業
説
明
会

◎
母
島
属
島
ネ
ズ
ミ
駆
除
作
業
の
実
施
に
つ
い
て

【
内
容
】
環
境
省
で
は
、
生
態
系
の
保
全
を
図
る
た

め
、
平
成
25
年
１
月
～
３
月
、
母
島
属
島
に
お
い

て
、
殺
鼠
剤
散
布
に
よ
る
ネ
ズ
ミ
駆
除
作
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
作
業
実
施
に
先
立
ち
、
事
業
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
11
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所
２
階
会
議
室

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
12
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室

●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

国
有
林
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
12
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証

な
ど
）

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講
習
会
（新
規
・更
新
）

森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
（国
有
林
）の
指
定
ル
ー

ト
を
、
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
境
教
育
指
導
者
と
し
て

利
用
さ
れ
る
方
向
け
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

新
規
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
講
習
（４
時
間
）を
受
講

さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

更
新
は
、
講
習
修
了
証
の
有
効
期
間
が
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

な
お
、
更
新
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
事
前
に
ご

案
内
を
郵
送
し
ま
す
が
、
12
月
末
日
ま
で
に
お
手
元

に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

ま
た
、
南
島
お
よ
び
石
門
限
定
で
利
用
さ
れ
る
方

は
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
の
中
で
実
施
し
ま
す

の
で
、こ
の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
新
規
講
習
受
付
】

《
受
付
期
間
》

平
成
25
年
１
月
７
日
（月
）～
25
日
（金
）ま
で

（土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
で

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
）

《
受
付
方
法
》
事
前
に
電
話
に
て
連
絡
の
う
え
、

18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、
村
民
で
あ
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
書
類
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
（母
島
の
方
は
、
電
話
の
み
）

【
新
規
講
習
予
定
日
】

父
島
は
２
月
２
日
（土
）午
後
、
母
島
は
２
月
12

日
（火
）午
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・
遊
歩
道
の
通
行
止
め

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
除

き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い

て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。

【
期
間
】
12
月
13
日
（木
）～
16
日
（日
）、

12
月
20
日
（木
）～
21
日
（金
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施

し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
４
時
30
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

【
作
業
区
域
】
石
浦
か
ら
巽
湾
側
に
中
山
峠
ま
で
の

沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺
山
域

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】

①
常
世
ノ
滝
～
千
尋
岩
方
面
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び

西
海
岸
指
定
ル
ー
ト
（ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
か
ら

西
海
岸
ま
で
）

12
月
20
日
（木
）

②
石
浦
方
面
指
定
ル
ー
ト

12
月
13
日
（木
）

12
月
16
日
（日
）
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③
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

12
月
16
日
（日
）

④
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道

12
月
14
日
（金
）

12
月
15
日
（土
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
２
３

二
見
港
の
防
波
堤
改
良
工
事

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
港
の
防
波
堤
改
良
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。工
事
期
間
中
は
、

安
全
確
保
の
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
期
間
】
12
月
上
旬
～
平
成
25
年
３
月
下
旬
（予
定
）

【
場
所
】
二
見
港
青
灯
台
周
辺

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
お
よ
び

人
材
育
成
共
同
事
業
の
募
集
（第
３
回
）

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
、法
人
、個
人
事
業
者
が
、

島
し
ょ
地
域
の
地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

事
業
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
の
補
助
金
交
付
要
綱
は
総

務
課
企
画
政
策
室
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

【
事
業
名
】

○
平
成
24
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業

○
平
成
24
年
度
人
材
育
成
共
同
事
業

【
募
集
期
間
】

12
月
３
日
（月
）～

平
成
25
年
１
月
７
日
（月
）ま
で

【
補
助
対
象
団
体
】

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
等

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者

【
提
出
書
類
】

申
請
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
（指
定
様
式
）、
会

則
、
会
員
名
簿
等
（法
人
お
よ
び
個
人
事
業
者
は
、

登
記
簿
の
写
し
ま
た
は
開
業
届
の
写
し
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
）

【
提
出
先
】

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係

【
対
象
事
業
】

《
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
》

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育

成
に
関
す
る
事
業

※
補
助
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
全
体
へ
の

波
及
効
果
が
継
続
的
に
期
待
さ
れ
る
も
の

を
対
象
と
し
ま
す
。

※
単
な
る
設
備
投
資
な
ど
を
目
的
と
し
た
事
業

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

《
人
材
育
成
共
同
事
業
》

○
グ
ル
ー
プ
等
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
や
ス

タ
ッ
フ
の
技
術
や
知
識
を
向
上
さ
せ
、
島
を

担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
人
材
育
成

事
業

○
そ
の
他
、
公
社
が
認
め
る
島
を
担
う
人
材
育

成
事
業

【
事
業
期
間
】

12
月
１
日
（土
）～

平
成
25
年
11
月
末
日
ま
で

【
補
助
金
額
】

《
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
》

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。

《
人
材
育
成
共
同
事
業
》

１
事
業
あ
た
り
１
０
０
万
円
を
上
限
と
す
る
。

【
注
意
事
項
】

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
は
事
業
の
内
容
、

目
的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

企
画
管
理
課

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６

総
務
課
企
画
政
策
室

２
―
３
１
１
１

第
13
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

小
笠
原
村
父
島
・
母
島
の
小
中
学
校
の
生
徒
が
「未

来
に
残
そ
う
青
い
海
」を
テ
ー
マ
に
小
笠
原
の
海
を

描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
展
示
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

【
展
示
内
容
】

第
13
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
海
上
保
安
庁

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
図
画
展
示
会

《
展
示
画
像
》
１
０
５
枚

【
期
間
】
12
月
４
日
（火
）～
13
日
（木
）ま
で

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
上
保
安
署

２
―
７
１
１
８

農
業
者
セ
ミ
ナ
ー

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者
、
認

定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
次
の
内
容
で
８
月

よ
り
開
講
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
に
若
干
の
余
裕
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】
（８
月
～
11
月
の
講
座
は
終
了
し
ま
し
た
）

《
12
月
》
自
生
植
物
の
繁
殖

《
１
月
》
畜
産
と
堆
肥

《
２
月
》
病
害
虫
管
理

【
日
時
】
12
月
７
日
（金
）午
後
２
時
～
４
時

１
月
以
降
の
開
講
日
は
前
月
の
講
座
終
了
時
に

告
知
し
ま
す
。

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】農
業
者（
家
庭
菜
園
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

【
申
込
締
切
】

受
講
希
望
者
は
12
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー

電
話

２
―
２
１
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
５
６
５

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
相
談
内
容
・
時
間
】

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
）

ｼﾞｮﾝﾋﾞｰﾁ

中山峠

石浦

巽湾

初寝浦
二見湾 ②

③
赤旗山

西海岸

小港

▲

▲

▲

時雨山

つつじ山

①
④

▲

高山

千尋岩

常世ノ滝
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【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
10
日
（月
）午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
11
日
（火
）午
後
３
時
～
５
時

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室

【
予
約
受
付
時
間
】

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を

除
く

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会

第
一
東
京
弁
護
士
会

第
二
東
京
弁
護
士
会

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
実
施
日
程
】
12
月
21
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」開
催

◎
第
24
回
「太
陽
系
の
命
」

木
星
が
見
え
る
季
節
に
な
っ
て
き
た
よ
！
望
遠
鏡

で
木
星
を
見
て
み
よ
う
！
木
星
な
ど
、
地
球
以
外
の

太
陽
系
の
星
に
、
生
命
は
い
る
と
思
う
？

【
日
時
】
12
月
19
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

【
募
集
人
数
】
30
名

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
）

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

【
申
込
締
切
】
12
月
18
日
（火
）

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

【
12
月
の
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
か
ら

出
港
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
開
館

し
ま
す
。
12
月
30
日
（日
）～
１
月
12
日
（土
）ま

で
は
毎
日
開
館
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板

な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
別
展
】

《
本
館
》
「そ
う
だ
っ
た
の
か
！
小
笠
原
の
島
名
・

地
名
」開
催
中

《
新
館
》
「硫
黄
三
島
展
」開
催
中

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
大
募
集

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

①
12
月
31
日
（月
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時
ご
ろ

②
12
月
31
日
（月
）

午
後
10
時
～
翌
午
前
１
時
ご
ろ

③
１
月
１
日
（火
）
午
前
８
時
～
午
後
４
時
ご
ろ

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を

希
望
し
ま
す
が
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営

他

【
時
給
】
１
千
円
～
１
５
０
０
円

【
募
集
締
切
】
決
定
し
だ
い
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催

【
日
時
】
12
月
２
日
（日
）正
午
～

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
問
合
せ
先

千
葉

２
―
２
６
３
１

母
島
診
療
所
の
休
診

母
島
診
療
所
は
、
小
笠
原
村
健
康
診
断
実
施
日
に

あ
た
る
、
次
の
日
を
休
診
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

な
お
、
救
急
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
１
１
９
番
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
休
診
日
】
12
月
５
日
（水
）、
６
日
（木
）

※
７
日
（金
）は
午
後
診
療
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
休
診
科
目
】
医
科
、
歯
科

●
問
合
せ
先

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

１２月の燃料油価格変動調整金
１２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ９，００７ （+943）

２ 等 品 ８，４４５ （+885）

３ 等 品 ７，８８２ （+826）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ９０３ （+95）

０．０７５トン以下 ６８０ （+71）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，５２０ （+740） ２，２６０ （+370）

１ 等 ９，０３０ （+1,470） ４，５２０ （+740）

村民割引
（往復）２等 ５，４３０ （+890） ２，７２０ （+450）

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ２４，２７０ （+1,700） １２，１４０ （+850）

特 ２ 等 ３６，３９０ （+2,540） １８，２００ （+1,270）

１ 等 ４８，５３０ （+3,390） ２４，２７０ （+1,700）

特 １ 等 ５６，１１０ （+3,920） ２８，０６０ （+1,960）

特 等 ６０，７３０ （+4,240） ３０，３７０ （+2,120）

２等（学割） １９，４２０ （+1,360）
２等

（身体障害者割引） １２，１４０ （+850） ６，０８０ （+430）
村民割引
（往復）２等 ３６，４１０ （+2,550） １８，２２０ （+1,280）

貨
物
運
賃

１ 等 品 １５，９６４ （＋760）

２ 等 品 １４，８６２ （＋708）

３ 等 品 １３，６７１ （＋651）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，５９９ （＋76）

０．０７５トン以下 １，１９１ （＋57）
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専
門
診
療

◎
小
児
科

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
16
日
（日
）午
後
２
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
18
日
（火
）午
前
10
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

《
場
所
》
母
島
診
療
所

◎
産
科
・
婦
人
科

【
母
島
】

《
日
程
》
12
月
17
日
（月
）

《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
父
島
】

《
日
程
》
12
月
19
日
（水
）、
20
日
（木
）、
21
日
（金
）

25
日
（火
）

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
お
電
話
ま
た
は
ご

来
院
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
は
水
曜
日
を
除
く
平
日
、
午
後
１
時

30
分
～
５
時
の
間
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会
（母
島
）

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】
０
歳
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者

【
日
時
】
12
月
10
日
（月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
14
日
（金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
19
日
（水
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

《
集
合
場
所
》
母
島
支
所

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

講
演
会

子
ど
も
に
多
い
感
染
症

～
予
防
は
ど
う
す
る
？
～

小
児
科
医
を
講
師
に
招
き
、
子
ど
も
に
多
い
感
染

症
つ
い
て
講
演
を
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
子

ど
も
の
病
気
や
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
16
日
（日
）午
後
７
時
～
８
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
18
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

【
講
師
】
松
橋

一
彦
先
生

（昭
和
大
学
病
院

小
児
科
医
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
に
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の

乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す

が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
対
象
者
】

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の
乳
幼
児

【
父
島
】

《
日
時
》
12
月
17
日
（月
）

受
付
時
間

午
前
９
時
15
分
～
11
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
12
月
18
日
（火
）

受
付
時
間

午
後
２
時
～
３
時
30
分

《
場
所
》母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

◎
村
民
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

10
月
24
日
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
村

民
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
村
民
意
見

交
換
会
は
、
平
成
24
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
科
学
委

員
会
で
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
１
年
が

経
過
し
た
た
め
、
登
録
後
の
様
々
な
課
題
と
変
化
に

つ
い
て
村
民
を
交
え
て
意
見
交
換
を
す
る
場
を
設
定

し
、
今
後
の
小
笠
原
の
取
り
組
み
方
向
な
ど
を
村
民

と
と
も
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
意
見
を

い
た
だ
き
事
業
化
し
ま
し
た
。

【
当
日
の
参
加
者
】

当
日
の
参
加
者
は
、
村
民
29
名
、
行
政
関
係
者

23
名
の
構
成
で
総
数
52
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
会
議
は
、
村
民
の
参
加
を
い
か
に

確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
参
加
者

に
は
村
内
の
一
般
主
婦
の
方
か
ら
自
然
保
護
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
若
い
村
民
の
参
加
も
あ
り
、
い

つ
も
の
よ
う
な
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
の
交
換
会
と
は

幾
分
違
っ
て
い
ま
し
た
。

登
録
後
の
観
光
客
増
に
み
ら
れ
る
島
内
の
変

化
や
今
後
の
観
光
の
落
ち
込
み
な
ど
へ
の
対
策
な

ど
、
村
民
の
方
が
登
録
後
に
感
じ
て
い
る
島
の
状

況
に
非
常
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

【
当
日
の
意
見
等
】

意
見
交
換
会
は
午
後
２
時
か
ら
登
録
後
の
観

光
客
増
の
数
値
デ
ー
タ
や
生
活
関
連
の
デ
ー
タ
、

遺
産
価
値
保
全
の
た
め
の
外
来
種
対
策
な
ど
の
基

本
的
デ
ー
タ
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
夕
方
の
７
時
ま
で
と

い
う
長
時
間
の
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
会
そ
の
も
の
は
非

常
に
活
発
で
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
議
論
さ
れ
た
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
観
光
対
策
と
し
て
の
島
内
の
ト
イ
レ
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
》

主
に
観
光
船
が
つ
く
青
灯
台
の
ト
イ
レ
の
数

や
設
備
、
清
掃
問
題
が
多
く
、
そ
の
他
と
し
て

山
域
ツ
ア
ー
で
の
排
泄
処
理
な
ど
が
多
く
討

論
さ
れ
ま
し
た
。

《
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
》

船
客
待
合
所
の
ご
み
箱
の
状
況
や
道
路
上
、

公
園
施
設
、
山
域
で
の
ご
み
の
増
加
に
多
く
の

村
民
が
不
快
感
を
抱
き
行
政
的
対
策
を
早
急
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に
求
め
る
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

《
観
光
利
用
の
在
り
方
》

観
光
客
の
年
齢
層
の
高
齢
化
に
よ
り
、
平
坦

で
行
き
や
す
い
東
平
の
ル
ー
ト
な
ど
の
利
用

頻
度
が
上
が
る
な
ど
の
傾
向
が
見
え
る
中
で
、

南
島
の
様
な
利
用
調
整
の
考
え
方
を
将
来
的

に
考
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

《
今
後
の
観
光
利
用
》

小
笠
原
の
遺
産
効
果
も
他
地
域
と
同
様
に
観

光
客
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
何
か
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
旅
行
会
社
の

ツ
ア
ー
企
画
で
催
行
が
で
き
な
い
事
例
も
出

て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
策
と

原
因
の
解
析
が
早
急
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

《
世
界
自
然
遺
産
地
域
小
笠
原
の
売
り
方
》

小
笠
原
の
魅
力
は
世
界
自
然
遺
産
の
価
値
観

だ
け
で
は
な
く
、
下
船
し
た
段
階
か
ら
固
有
の

自
然
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
地
と
し
て
の
売

り
出
し
方
を
再
確
認
し
観
光
価
値
の
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
村
民
み
ん
な
で
探
し
出
す
こ
と
と
、

地
産
地
消
の
考
え
方
を
み
ん
な
で
考
え
れ
ば

小
笠
原
独
自
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
の
で
な

い
か
。

《
世
界
自
然
遺
産
・
観
光
客
増
を
村
民
生
活
に
ど

う
取
り
込
む
か
》

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
や
島
に
暮
ら
す
村
民

に
遺
産
価
値
自
体
を
正
確
に
理
解
さ
せ
る
講

習
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
上
で
の
説
明
会
を
開
催

し
、
村
民
自
ら
が
島
の
自
然
へ
の
理
解
を
深
め

な
い
と
今
後
の
小
笠
原
の
将
来
像
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

【
今
後
の
進
め
方
】

今
回
は
、
第
１
回
目
の
開
催
で
５
時
間
も
の
時

間
を
要
し
ま
し
た
が
、
村
民
か
ら
の
課
題
提
起
で

終
わ
り
、
各
課
題
に
つ
い
て
の
突
き
詰
め
た
議
論

を
展
開
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、
平

日
の
昼
間
の
時
間
で
参
加
で
き
る
村
民
も
限
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
次
回
の
開
催
は
出
港
日
の
土
曜

日
、
日
曜
日
の
昼
間
に
企
画
し
ま
す
の
で
、
今
回

日
程
的
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
次
回
は
参
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
今
年
も
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
や
っ
て
き
ま
し
た

小
笠
原
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
主
役
で
あ

る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
。
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
発
見
は
、
一

昨
年
が
11
月
21
日
、
昨
年
が
11
月
10
日
で
し
た
。

そ
し
て
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
発
見
は
11
月
16
日
に

兄
島
瀬
戸
の
東
側
で
、
２
頭
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発

見
し
た
と
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ザ
ト
ウ

シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
で
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
に
実
施
し
た
定
点

観
測
で
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
平
均
発
見
頭
数
を
半
月

ご
と
に
示
し
た
も
の
で
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
は
、

例
年
ど
お
り
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
毎
年
12
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
、
定
点
観
測
を
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
行

い
ま
す
（荒
天
時
や
海
況
不
良
の
と
き
は
中
止
）。

こ
れ
か
ら
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
次
の
よ
う
な
自
主

ル
ー
ル
に
基
づ
く
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ま

れ
る
際
は
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観

察
で
き
る
よ
う
に
、
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
自
主
ル
ー
ル
】

○
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
を
減
速
水
域
と
す

る
。

○
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
に
は
、
こ
ち
ら
か

ら
侵
入
し
な
い
。

○
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会

２
―
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
139

◎
ふ
化
率
調
査
、
真
っ
只
中
で
す

稚
ガ
メ
の
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
に
さ
し
か
か

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
の
時
期
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は

ふ
化
率
調
査
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ふ
化
率

調
査
と
は
、
ふ
化
が
終
わ
っ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
巣
を
掘
り
返
し
、中
に
埋
ま
っ
て
い
る
、ふ
化
殻
、

死
卵
（ふ
化
し
な
か
っ
た
卵
）、食
害
（他
の
生
物
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
卵
）の
個
数
を
計
数
す
る
地
道

な
調
査
で
す
が
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
調

査
の
中
で
も
、
苦
労
の
多
い
調
査
で
す
。

ま
ず
、
死
卵
は
全
て
割
り
、
中
身
の
発
生
段
階
を

調
べ
る
の
で
す
が
、
腐
敗
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

割
る
と
異
臭
を
放
ち
、
手
に
つ
い
た
臭
い
は
な
か
な

か
落
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
台
風
な
ど
で
産
卵
期
よ
り

も
砂
が
堆
積
し
て
し
ま
っ
た
海
岸
で
は
、
自
分
の
腰

よ
り
も
深
く
穴
を
掘
ら
な
け
れ
ば
産
卵
巣
に
到
達
せ

ず
、
１
巣
掘
る
の
に
数
時
間
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、雨
が
少
な
い
日
が
続
く
と
砂
が
乾
き
、

砂
質
に
よ
っ
て
は
掘
っ
て
も
す
ぐ
に
砂
が
崩
れ
て
し

ま
い
、
掘
り
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ふ

化
率
調
査
は
苦
労
も
多
い
で
す
が
、
産
卵
巣
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
ふ
化
殻
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
き

は
、
多
く
の
稚
ガ
メ
が
巣
立
っ
て
行
っ
た
証
拠
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
き
な
達
成
感
が
得
ら
れ
、
非
常
に

喜
ば
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

現
在
父
島
列
島
で
確
認
さ
れ
て
い
る
１
８
１
５
巣

の
う
ち
、
ま
だ
約
５
０
０
巣
ほ
ど
の
産
卵
巣
が
未
調

査
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
（
11
月
20
日
現
在
）。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ぜ
ひ
調
査
に
参
加
し
て
み
た

い
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

２
―
２
８
３
０

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bonin-ocean.net

昨シーズンの定点観測での平均発見頭数の推移

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
平
均
発
見
頭
数(

頭)





出港日 入港日

東京都知事選挙・衆議院議員選挙投票日（父島）

小児科専門診療（父島） 施 設

フリーマーケット開催 講演会 子どもに多い感染症（父島） 月 日

石浦方面指定ルート・赤旗山方面指定ルート通行止め 12/26（水） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 飲料缶 平常どおり

母島巡回労働相談 27（木） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 金属 平常どおり

乳幼児健診・歯科健診（父島） 28（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり ビン・ペットボトル 平常どおり

産科・婦人科専門診療（母島） 29（土） 休 休 休館日 休 平常どおり 休 休

入港日 小児科専門診療（母島） 30（日） 休 休 休館日 休 平常どおり 休 休

海上保安庁図画コンクール展示会開催（～１３） 乳幼児健診・歯科健診（母島） 31（月） 休 休 休館日 休 平常どおり 休 休

講演会 子どもに多い感染症（母島） １/ １（火） 休 休 休館日 休 平常どおり 休 休

小笠原村健康診断（母島～６） ギャラクティック・キッズ申込締切 ２（水） 休 休 休館日 休 平常どおり 休 休

年末調整等に関する説明会（父島） 出港日 ３（木） 休 休 休館日 休 平常どおり 休 休

母島診療所休診（～６） 産科・婦人科専門診療（父島～２１、２５） ４（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり ビン・ペットボトル 平常どおり

農業者セミナー申込締切 ギャラクティック・キッズ開催 ※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前に建設水道課（２—３１１５）への申請が必要です。

村議会第４回定例会（１日目） ヘルスアップ教室（母島） 年内にクリーンセンターへの持ち込みを希望される方は、１２月２８日（金）までにお申し込みください。

年末調整等に関する説明会（母島） 常世ノ滝～千尋岩方面指定ルートおよび西海岸指定ルート通行止め ※ごみの回収は、１月５日（土）から平常どおりとなります。

第40回小笠原ロードレース大会申込開始（～１/８） 粗大ごみの日（母島）

定期予防接種

出港日 電話による無料法律相談

村議会第４回定例会（２日目） 施 設 路 線

農業者セミナー 月 日 月 日

小笠原村健康診断（父島～１２） 12/26（水） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 12/26（水） 平常どおり 平常どおり

父母スポーツ交流大会（母島） 27（木） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 27（木） 平常どおり 平常どおり

入港日 28（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 28（金） 平常どおり 平常どおり

NTTドコモ通信・通話一時中断（母島） 29（土） 休 休 休 休 休 29（土） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

30（日） 休 休 休 休 休 30（日） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

31（月） 休 休 休 平常どおり 平常どおり 31（月） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

入港日 １/ １（火） 休 休 休 休 休 １/ １（火） 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

東京三弁護士会による法律相談（母島） ２（水） 休 休 休 平常どおり 平常どおり ２（水） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

ベビーマッサージの会（母島） 固定資産税、後期高齢者医療保険料の納期限 ３（木） 休 休 休 休 休 ３（木） 休日ダイヤ 休日ダイヤ

東京MXテレビ一時中断（父島） ４（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり ４（金） 平常どおり 平常どおり

環境省事業説明会（母島） ※１月３日（木）の有害物・危険物の回収は、次週の１月１０日（木）に行います。

東京三弁護士会による法律相談（父島） 出港日

村民意見・提案・相談受付 年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。

環境省事業説明会（父島） なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。

粗大ごみの日（父島） 村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

出港日

母島小中学校ロードレース大会

石浦方面指定ルート通行止め

医療助成（ ）の医療証の更新申込締切

行政相談所の開設 入・出港日

ヘルスアップ教室（父島）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

東京都知事選挙・衆議院議員選挙繰上投票日（母島） カウントダウンイベント

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

18 火

金28

5

13

22 土
8

19

日

水

月

25 火

土29

金

土

20 木

21 金金

27

月

30

31

9

木

土

日

月

15

水

26

14

12

行 事 予 定日付 曜日日付 曜日

木

7

行 事 予 定

水

1 土

4

2

火

3 月
17 月

火11

日

24

日

日16

水

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

父 島

村役場 診療所
地域福祉
センター

情報
センター

奥村運動場
扇浦交流
センター

焼却ごみ
収 集

資源回収
（コンテナ）

父島
クリーンセンター

（持ち込み含む）

平常どおり

平常どおり

平常どおり

平常どおり

※利用申し込
みは12月28
日まで

全域回収

休

休

休

休

●問合せ先
 村営バス営業所  ２—３９８８
 産業観光課    ２—３１１４

23

休

全域回収

母 島 村 営 バ ス

母島支所 診療所 村民会館
評 議 平
運 動 場

6 木

扇浦線 循環線

平常どおり

※利用申し込
みは12月28
日まで

12月31日（月）～1月１日（火）の
ダイヤは、各停留所に年末に掲示いた
します。

ごみ収集
資源回収物
（コンテナ）

10

天皇誕生日

振替休日

親
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